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①19.0 ②16.9 ③22.0 ④13.6 ⑤12.8 ⑥12.2 

⑦0.0 

⑧2.4 
⑨0.0 

⑩0.6 

⑪0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

①中学１年生 ②中学２年生 ③中学３年生

④高校１年生 ⑤高校２年生 ⑥高校３年生

⑦定時制高校 ⑧通信制高校 ⑨フリースクールに通っている

⑩その他 ⑪無回答

１年生

12.5%

２年生

50.0%

３年生

37.5%

無回答

0.0%

通信制高校

n=8

第６章 若者の生活実態調査結果 

１ 若者調査対象者の属性、家族状況 

（１）属性 

○回答された337人の属性は、以下のとおりです。 

問１ 学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１⑧ 通信制学年 内訳 
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12歳

4.2%

13歳

17.2%

14歳

19.3%

15歳

20.2%

16歳

12.5%

17歳

14.5%

18歳

11.0%

19歳

0.3%

無回答

0.9%

若者

n=337

男性

51.0%

女性

46.3%

答えたくない・

その他

1.8%

無回答

0.9%

若者

n=337

17.5 

5.0 

6.8 

14.2 

4.7 

5.3 

3.9 

2.4 

12.8 

5.9 

12.8 

7.1 

0.6 

0.9 

0% 10% 20% 30%

佐屋小学校区

佐屋西小学校区

市江小学校区

永和小学校区

立田北部小学校区

立田南部小学校区

八輪小学校区

開治小学校区

北河田小学校区

勝幡小学校区

草平小学校区

西川端小学校区

わからない

無回答

若者

n=337

問１-1 年齢    問2 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）居住地域の状況 

○回答者が居住する小学校区は、以下のとおりです。 

問3 居住小学校区 
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97.0 

86.4 

24.6 

15.1 

65.9 

1.5 

2.7 

0.3 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

①母親

②父親

③祖母

④祖父

⑤兄・姉

⑥弟・妹

⑦その他

⑧答えたくない

⑨無回答

若者

n=337

１人

74.3%

２人

20.7%

３人

2.7%

４人以上

0.0%

無回答

2.3%

若者

n=222

１人

100.0%

２人

0.0%

３人

0.0%

４人以上

0.0%
無回答

0.0%

若者

n=5

55.2 18.4 23.1 

1.8 
0.9 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

（３）調査回答者の状況 

問4 一緒に住んでいる家族（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４⑤ 兄・姉    問４ ⑥弟・妹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 健康状態 
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①83.4 ②8.3 

③3.9 ④0.3 ⑤2.1 ⑥0.6 

⑦0.3 

⑧1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

①ほとんど欠席しない ②たまに欠席する ③よく欠席する

④答えたくない ⑤通信制高校に通っている ⑥その他

⑦学校に通っていない ⑧無回答

①86.1 ②6.8 

③2.7 ④0.6 ⑤2.4 ⑥0.3 

⑦0.3 

⑧0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

①ほとんどしない ②たまにする ③よくする

④答えたくない ⑤通信制高校に通っている ⑥その他

⑦学校に通っていない ⑧無回答

２ ふだんの生活について 

（１）通学状況 

○出席状況についてみると、「ほとんど欠席しない」（83.4％）が最も高く、次いで「た

まに欠席する」（8.3％）となっています。 

○遅刻や早退の状況についてみると、「ほとんどしない」（86.1％）が最も高く、次いで

「たまにする」（6.8％）となっています。 

問6① 出席状況 

 

 

 

 

 

 

 

問６② 遅刻や早退の状況 
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13.6 

6.8 

9.5 

4.5 

10.4 

0.6 

0.6 

3.3 

3.6 

57.9 

2.1 

0.3 

0.3 

8.0 

0% 25% 50% 75% 100%

授業中に居眠りをする

ことが多い

宿題や課題ができて

いないことが多い

持ち物の忘れ物が多い

部活動や習い事を休むことが多い

提出物（書類等）の提出が

遅れることが多い

修学旅行などの宿泊行事を欠席する

保健室で過ごすことが多い

学校では１人で過ごすことが多い

友人と遊んだり、おしゃべりしたり

する時間が少ない

特にない

通信制高校に通っている

その他

学校に通っていない

無回答

若者

n=337

（２）学校生活や日常生活について 

○学校生活等であてはまるものについてみると、「特にない」（57.9％）が最も高く、次

いで「授業中に居眠りをすることが多い」（13.6％）、「提出物（書類等）の提出が遅れ

ることが多い」（10.4％）となっています。 

問7 学校生活等であてはまるもの（複数回答） 
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31.5 

35.0 

62.0 

46.9 

29.7 

56.4 

47.5 

32.9 

35.6 

41.2 

8.0 

12.5 

3.3 

9.2 

19.9 

3.6 

4.5 

1.2 

6.2 

8.6 

0.6 

0.6 

0.6 

2.1 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

授業の内容や方法のこと

先生のこと

友だちのこと

部活動、クラブ活動のこと

学校生活の決まりごと

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

64.7 

58.8 

59.1 

60.5 

28.2 

29.7 

32.3 

32.0 

4.5 

5.0 

5.3 

5.3 

1.8 

5.3 

2.1 

0.9 

0.9 

1.2 

1.2 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

一緒に住んでいる人のこと

経済的なこと（おこづかい）

家庭での決まりごと

家事の分担、手伝いのこと

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

○学校生活に満足しているかについてみると、すべての項目で満足している割合（「満足」

＋「どちらかといえば満足」）は７割以上となっており、特に友だちのことについては

９割を占めています。 

○家での生活に満足しているかについてみると、すべての項目で満足している割合（「満

足」＋「どちらかといえば満足」）は約９割となっています。 

問８ 学校生活に満足しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 家での生活に満足しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若者 n=337 

若者 n=337 
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10.7 

20.8 

26.1 

6.8 

3.3 

3.6 

3.6 

0.9 

4.7 

2.1 

52.2 

3.0 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

友人との関係のこと

学業成績のこと

進路のこと

部活動のこと

家庭の経済的状況のこと

自分と家族との関係のこと

家庭内の人間関係のこと

（両親の仲が良くないなど）

病気や障がいのある家族がいること

自分のために使える時間が少ない

その他

特にない

答えたくない

無回答

若者

n=337

66.2 6.3 21.8 3.5 2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=142

相談相手や話を聞いてくれる人がいる 相談相手や話を聞いてくれる人がいない

相談や話はしたくない 答えたくない

無回答

○現在、悩んだり困っていることについてみると、「特にない」（52.2％）が最も高く、

次いで「学業成績のこと」（20.8％）、「進路のこと」（20.8％）となっています。 

○悩みや困りごとについて、相談に乗ってくれたり、話を聞いてくれる人がいるかにつ

いてみると、「相談相手や話を聞いてくれる人がいる」が66.2％となっていますが、一

方で「相談相手や話を聞いてくれる人がいない」が6.3％、「相談や話はしたくない」

が21.8％となっています。 

問10 現在、悩んだり困っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 悩みや困りごとについて、相談に乗ってくれたり、話を聞いてくれる人がいるか 
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78.0 

66.2 

35.9 

37.1 

40.9 

16.9 

27.6 

44.5 

38.6 

35.9 

2.7 

3.9 

12.5 

13.1 

11.3 

1.8 

2.1 

5.6 

9.2 

10.4 

0.6 

0.3 

1.5 

2.1 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

自分の部屋

家庭

学校

地域

インターネット空間

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

59.9 

40.7 

73.3 

71.2 

42.7 

60.2 

28.5 

34.4 

22.0 

24.9 

33.2 

31.5 

7.4 

17.5 

3.3 

2.4 

15.7 

5.0 

3.3 

5.9 

0.6 

0.9 

7.4 

2.4 

0.9 

1.5 

0.9 

0.6 

0.9 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

会話やメール等をよくする

何でも悩みを相談できる

楽しく話せる時がある

困ったときは助けてくれる

他の人には言えない

本音を話せる

強いつながりを感じている

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

○あなたにとっての居場所についてみると、すべての項目でそう思う割合（「そう思う」

＋「どちらかといえばそう思う」）は約８割となっており、特に自分の部屋、家庭につ

いては９割以上となっています。 

○家族との関わりについてみると、すべての項目でそう思う割合（「そう思う」＋「どち

らかといえばそう思う」）は約８割となっており、特に楽しく話せる時がある、困った

ときは助けてくれる、強いつながりを感じているについては９割以上となっています。 

問12 居場所になっているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 家族との関わりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若者 n=337 

若者 n=337 
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69.7 

36.2 

84.3 

64.4 

39.8 

49.0 

22.8 

41.2 

13.9 

27.3 

36.2 

37.4 

4.2 

16.0 

0.0 

5.0 

15.1 

10.4 

2.7 

5.3 

1.2 

2.7 

8.0 

2.7 

0.6 

1.2 

0.6 

0.6 

0.9 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

会話やメール等をよくする

何でも悩みを相談できる

楽しく話せる時がある

困ったときは助けてくれる

他の人には言えない

本音を話せる

強いつながりを感じている

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

12.8 

9.5 

24.3 

18.7 

9.8 

12.8 

18.7 

13.1 

24.0 

30.6 

12.5 

20.2 

27.6 

28.8 

19.0 

18.7 

25.8 

26.4 

39.2 

46.9 

30.9 

30.0 

50.1 

38.6 

1.8 

1.8 

1.8 

2.1 

1.8 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

会話やメール等をよくする

何でも悩みを相談できる

楽しく話せる時がある

困ったときは助けてくれる

他の人には言えない

本音を話せる

強いつながりを感じている

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

○学校で出会った友人との関わりについてみると、すべての項目でそう思う割合（「そう

思う」＋「どちらかといえばそう思う」）は約８割となっており、特に会話やメール等

をよくする、楽しく話せる時がある、困ったときは助けてくれるについては９割以上

となっています。 

○地域の人との関わりについてみると、すべての項目でそう思わない割合（「どちらかと

いえばそう思わない」＋「そう思わない」）は約５割となっています。 

問14 学校で出会った友人との関わりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 地域の人との関わりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若者 n=337 

若者 n=337 
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15.7 

9.8 

22.3 

10.7 

10.1 

9.8 

12.5 

7.4 

11.0 

10.1 

8.0 

10.4 

13.6 

17.8 

10.1 

17.2 

15.7 

16.0 

53.7 

60.5 

52.5 

57.6 

61.4 

59.3 

4.5 

4.5 

4.2 

4.5 

4.7 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

会話やメール等をよくする

何でも悩みを相談できる

楽しく話せる時がある

困ったときは助けてくれる

他の人には言えない

本音を話せる

強いつながりを感じている

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

○インターネット上やコミュニティで出会った人との関わりについてみると、すべての

項目でそう思わない割合（「どちらかといえばそう思わない」＋「そう思わない」）は

約６割となっています。一方で、そう思う（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思

う」）と回答している方が一定数います。 

問16 インターネット上やコミュニティで出会った人との関わりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若者 n=337 
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80.4 

85.5 

44.5 

90.8 

97.3 

74.5 

80.4 

61.7 

94.7 

87.2 

68.2 

87.8 

70.6 

4.7 

10.4 

33.5 

4.5 

1.2 

3.3 

8.3 

9.5 

2.4 

10.1 

10.4 

9.5 

13.9 

14.5 

3.9 

21.7 

4.2 

0.9 

21.7 

11.0 

28.2 

2.4 

2.1 

20.5 

2.1 

14.2 

0.3 

0.3 

0.3 

0.6 

0.6 

0.6 

0.3 

0.6 

0.6 

0.6 

0.9 

0.6 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

自分だけの本

（教科書、漫画除く）

子ども部屋

インターネットにつながる

パソコン

自分専用の勉強机

自分専用の文房具

スポーツ用品

ゲーム機

たいていの友だちが

持っているおもちゃ

自転車

ちょっとしたおやつや

おもちゃを買うおこづかい

友だちが着ているのと

同じような服

携帯電話、スマートフォン

携帯音楽プレイヤーなど

音楽をきくもの

持っている 持っていない

（ほしい）

持っていない

（ほしくない）

無回答

３ 家庭や家族のことについて 

（１）持ち物について 

○持ち物についてみると、持っている持ち物は「自分専用の文房具」（97.3％）が最も高

く、次いで「自転車」（94.7％）、「自分専用の勉強机」（90.8％）となっています。 

○持っていない（ほしい）ものをみると、「インターネットにつながるパソコン」（33.5％）

が最も高くなっています。 

○持っていない（ほしくない）ものをみると、「たいていの友だちがもっているおもちゃ」

（28.2％）が最も高くなっています。 

問17 自分で使うことができるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若者 n=337 
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60.2 39.2 0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

ある ない 無回答

6.1 72.7 5.3 14.4 0.8 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=132

夢がかなうことはむずかしいと思うから 具体的に何も思いうかばないから

その他 わからない

答えたくない 無回答

（２）将来の夢について 

○将来の夢についてみると、「ある」は60.2％、「ない」は39.2％となっています。 

○夢がない理由についてみると「具体的に何も思いうかばないから」（72.7％）が最も高

く、次いで「わからない」（14.4％）となっています。 

問18 将来の夢があるか 

 

 

 

 

 

 

 

問18-1 夢がない理由 

 

 

 

 

 

 

 

問18-1 夢がない理由（学年別） 

単位（％） 

 夢
が
か
な
う
こ
と
は 

む
ず
か
し
い
と 

思
う
か
ら 

具
体
的
に
何
も 

思
い
う
か
ば
な
い
か
ら 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

答
え
た
く
な
い 

無
回
答 

中学１年生（ｎ＝25）  8.0  72.0   8.0   12.0   -  - 

中学２年生（ｎ＝25）  - 88.0   -  12.0   -  - 

中学３年生（ｎ＝30）  10.0  60.0   3.3   23.3   3.3   - 

高校１年生（ｎ＝15）  6.7  46.7   20.0   26.7   -  - 

高校２年生（ｎ＝22）  4.5  77.3   4.5   9.1   -  4.5  

高校３年生（ｎ＝14）  7.1  92.9   -  -  -  - 

通信制高校（ｎ＝0）  -  -  -  -  -  - 

※定時制高校、フリースクールに通っているは該当者がいません  
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46.3 

72.7 

40.7 

27.0 

35.9 

23.7 

45.1 

34.7 

12.5 

2.1 

9.8 

22.6 

4.7 

1.2 

3.3 

14.8 

0.6 

0.3 

1.2 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

友だちとたくさん遊んでいる

友だちと仲良くしている

友だちから好かれている

自分が友だちとくらべて

ちがうと感じる

いつもそう思う たいていそう思う たいていそう思わない そう思わない 無回答

（３）友だちとの関係について 

○友だちとの関係についてみると、「自分が友だちとくらべてちがうと感じる」を除くと

そう思う割合（「いつもそう思う」＋「たいていそう思う」）は８割以上となっています。

一方で、自分が友だちとくらべてちがうと感じる割合が６割以上となっています。 

問19 友だちとの関係について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19④ 自分が友だちとくらべてちがうと感じる（学年別） 

単位（％） 

 い
つ
も
そ
う
思
う 

た
い
て
い
そ
う
思
う 

た
い
て
い
そ
う
思
わ
な

い そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

中学１年生（ｎ＝64）  29.7   37.5   28.1   4.7   - 

中学２年生（ｎ＝57）  26.3   22.8   28.1   21.1   1.8  

中学３年生（ｎ＝74）  31.1   29.7   18.9   18.9   1.4  

高校１年生（ｎ＝46）  23.9   43.5   13.0   19.6   - 

高校２年生（ｎ＝43）  27.9   48.8   16.3   7.0   - 

高校３年生（ｎ＝41）  17.1   36.6   29.3   17.1   - 

通信制高校（ｎ＝8）  37.5   25.0   12.5   25.0   - 

※定時制高校、フリースクールに通っているは該当者がいません 

 

  

若者 n=337 
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①0.6 

②8.6 ③45.7 ④40.1 

⑤1.5 
⑥1.2 

⑦1.8 

⑧0.3 

⑨0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

①午前５時より前 ②午前５時台 ③午前６時台 ④午前７時台 ⑤午前８時台

⑥午前９時より後 ⑦決まっていない ⑧答えたくない ⑨無回答

①0.6 ②2.7 

③18.7 ④34.7 ⑤27.6 ⑥7.4 ⑦7.7 

⑧0.3 

⑨0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

①午後９時より前 ②午後９時台 ③午後10時台 ④午後11時台 ⑤午前０時台

⑥午前１時より後 ⑦決まっていない ⑧答えたくない ⑨無回答

（４）日常生活について 

○平日の起床時間についてみると、「午前６時台」（45.7％）が最も高く、次いで「午前

７時台」（40.1％）となっています。 

○平日の就寝時間についてみると、「午後11時台」（34.7％）が最も高く、次いで「午前

０時台」（27.6％）となっています。 

問20 平日の起床時間 

 

 

 

 

 

 

 

問20 平日の就寝時間 

 

 

 

 

 

 

 

問20 平日の就寝時間（学年別） 

単位（％） 

 午
後
９
時
よ
り
前 

午
後
９
時
台 

午
後
10
時
台 

午
後
11
時
台 

午
前
０
時
台 

午
前
１
時
よ
り
後 

決
ま
っ
て
い
な
い 

答
え
た
く
な
い 

無
回
答 

中学１年生（ｎ＝64）  1.6   3.1   28.1   40.6   10.9   4.7   10.9   -  - 

中学２年生（ｎ＝57）  1.8   3.5   29.8   31.6   19.3   5.3   8.8   -  - 

中学３年生（ｎ＝74）  -  4.1   16.2   40.5   21.6   10.8   6.8   -  - 

高校１年生（ｎ＝46）  -  2.2   8.7   30.4   45.7   6.5   6.5   -  - 

高校２年生（ｎ＝43）  -  -  14.0   27.9   41.9   11.6   4.7   -  - 

高校３年生（ｎ＝41）  -  -  9.8   36.6   41.5   7.3   4.9   -  - 

通信制高校（ｎ＝8）  -  -  -  25.0   37.5   -  25.0   12.5   - 

※定時制高校、フリースクールに通っているは該当者がいません  
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44.2 

22.0 

3.6 

43.9 

6.8 

2.7 

0.3 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

親

きょうだい

その他の家族

（おばあさん・おじいさんなど）

ひとりで食べる

朝ごはんは食べない

その他

答えたくない

無回答

若者

n=337

87.5 

50.4 

16.6 

12.2 

0.0 

2.4 

0.3 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

親

きょうだい

その他の家族

（おばあさん・おじいさんなど）

ひとりで食べる

朝ごはんは食べない

その他

答えたくない

無回答

若者

n=337

○平日、学校のある月曜日～金曜日の朝ごはんは主にだれと一緒に食べるかについてみ

ると、「親」（44.2％）が最も高く、次いで「ひとりで食べる」（43.9％）、「きょうだい」

（22.0％）となっています。また、「朝ごはんは食べない」は6.8％となっています。 

○平日、学校のある月曜日～金曜日の夕ごはんは主にだれと一緒に食べるかについてみ

ると、「親」（87.5％）が最も高く、次いで「きょうだい」（50.4％）、「その他の家族」

（16.6％）となっています。 

問22 平日、学校のある日の朝ごはんは主にだれと一緒に食べるか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 平日、学校のある日の夕ごはんは主にだれと一緒に食べるか（複数回答） 
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43.3 

21.7 

4.2 

41.2 

16.0 

3.0 

0.9 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

親

きょうだい

その他の家族

（おばあさん・おじいさんなど）

ひとりで食べる

朝ごはんは食べない

その他

答えたくない

無回答

若者

n=337

92.6 

54.6 

19.9 

7.1 

0.0 

2.1 

0.3 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

親

きょうだい

その他の家族

（おばあさん・おじいさんなど）

ひとりで食べる

夕ごはんは食べない

その他

答えたくない

無回答

若者

n=337

○休日、学校のない日の朝ごはんは主にだれと一緒に食べるかについてみると、「親」

（43.3％）が最も高く、次いで「ひとりで食べる」（41.2％）、「きょうだい」（21.7％）

となっています。また、「朝ごはんは食べない」は16.0％となっています。 

○休日、学校のない日の夕ごはんは主にだれと一緒に食べるかについてみると、「親」

（92.6％）が最も高く、次いで「きょうだい」（54.6％）、「その他の家族」（19.9％）

となっています。 

問24 休日、学校のない日の朝ごはんは主にだれと一緒に食べるか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25 休日、学校のない日の夕ごはんは主にだれと一緒に食べるか（複数回答） 
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3.0 

3.0 

2.1 

0.0 

9.2 

0.9 

0.6 

1.8 

5.0 

78.6 

0% 25% 50% 75% 100%

一緒に住んでいる大人から、あなた

の悪口を言い立てられる、けなされ

る、恥をかかされる、または、身体

を傷つけられる危険を感じるような

ふるまいをされることがよくある

一緒に住んでいる大人から、押され

る、つかまれる、たたかれる、物を

投げつけられるといったことがよく

ある。または、けがをするほど強く

なぐられたことが一度でもある

家族のだれからも愛されていない、

大切にされていない、支えてもらえ

ていないと感じることがある

必要な食事や衣服を与えられなかっ

たり、自分を守ってくれる人はだれ

もいないと感じることがある

両親が、別居または離婚を

したことが一度でもある

一緒に住んでいる家族が、だれかに

押されたり、つかまれたり、けられ

たりしたことがよくある、または、

くり返しなぐられたり、刃物などで

おどされたことが一度でもある

一緒に住んでいる人に、お酒を

飲んだり麻薬などで自身の生活や

人間関係を損なうようなふるまいを

した人がいる

一緒に住んでいる人に、うつ病や

その他の心の病気の人、または自殺

しようとした人がいる

答えたくない

無回答

若者

n=337

○虐待等については以下のとおりです。 

問26 虐待等について（複数回答） 
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7.1 89.3 3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

いる いない 無回答

54.2 45.8 20.8 8.3 16.7 12.5 12.5 12.5 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=24

母親 父親 祖母 祖父 きょうだい その他 答えたくない 無回答

（５）家族のお世話について 

○現在家族の中にあなたがお世話をしている人はいるかについてみると、「いる」は7.1％、

「いない」は89.3％となっています。 

○お世話を必要としている人についてみると「母親」（54.2％）が最も高く、次いで「父

親」（45.8％）となっています。 

問27 家族の中にお世話をしてる人はいるか 

 

 

 

 

 

 

 

問27-1 お世話を必要としている人 

 

 

 

 

 

 
 

問27 家族の中にお世話をしてる人はいるか（学年別） 

単位（％） 

 い
る 

い
な
い 

無
回
答 

中学１年生（ｎ＝64）  9.4   85.9   4.7  

中学２年生（ｎ＝57）  10.5   87.7   1.8  

中学３年生（ｎ＝74）  5.4   89.2   5.4  

高校１年生（ｎ＝46）  8.7   87.0   4.3  

高校２年生（ｎ＝43）  -  100.0   - 

高校３年生（ｎ＝41）  7.3   92.7   - 

通信制高校（ｎ＝8）  12.5   87.5   - 

※定時制高校、フリースクールに通っているは該当者がいません 
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0.0 

0.0 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

12.5 

0.0 

16.7 

0% 25% 50% 75% 100%

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を欠席・遅刻・早退

してしまう

宿題をする時間や

勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

部活や習い事ができない、

または辞めざるを得なかった

進路の変更を考えざるを得ない、

もしくは進路を変更した

自分の時間が取れない

その他

特にない

答えたくない

通信制・定時制高校に通っている

無回答

若者

n=24

○お世話をしていることで、やりたいけど、できていないことについてみると「特にな

い」（66.7％）が最も高くなっています。一方で、「答えたくない」は12.5％となって

います。 

問27-2 お世話をしていることで、やりたいけど、できていないこと（複数回答） 
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0.0 

4.2 

0.0 

4.2 

0.0 

0.0 

4.2 

8.3 

12.5 

0.0 

0.0 

58.3 

8.3 

16.7 

0% 25% 50% 75% 100%

自分のいまの状況について

話を聞いてほしい

家族のお世話について

相談にのってほしい

家族の世話をしている

同じ境遇の人と話したい

家族の病気や障がい、ケアのこと

などについてわかりやすく説明して

ほしい

自分が行っているお世話のすべてを

代わってくれる人やサービスが

ほしい

自分が行っているお世話の一部を

代わってくれる人やサービスが

ほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の

相談にのってほしい

学校の勉強や受験勉強など

学習のサポート

家庭への経済的な支援

その他

特にない

答えたくない

無回答

若者

n=24

○学校や周りの大人に助けてほしいことや、してほしい支援についてみると「特にない」

（58.3％）が最も高く、次いで「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」（12.5％）、

「進路や就職など将来の相談にのってほしい」（8.3％）となっています。一方で、「答

えたくない」は8.3％となっています。 

問27-3 学校や周りの大人に助けてほしいことや、してほしい支援（複数回答） 
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41.7 58.3 0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=24

ある ない 無回答

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

7.1 

14.3 

7.1 

21.4 

0% 25% 50% 75% 100%

誰かに相談するほどの悩みではない

家族以外の人に相談するような

悩みではない

誰に相談するのがよいかわからない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して変な目で

みられたくない

相談しても状況が変わるとは

思わない

その他

答えたくない

無回答

若者

n=14

○お世話を必要としている家族のことや、お世話の悩みを誰かに相談したことの有無に

ついてみると、「ある」は41.7％、「ない」は58.3％となっています。 

○相談していない理由についてみると、「誰かに相談するほどの悩みではない」（50.0％） 

が最も高くなっています。一方で、「答えたくない」は7.1％となっています。 

 

問28 お世話を必要としている家族のことや、お世話の悩みを誰かに相談したことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

問28-1 相談していない理由（複数回答） 
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問28 お世話を必要としている家族のことや、お世話の悩みを誰かに相談したことの有無（学年別） 

単位（％） 

 あ
る 

な
い 

無
回
答 

中学１年生（ｎ＝６）  83.3   16.7   - 

中学２年生（ｎ＝６）  50.0   50.0   - 

中学３年生（ｎ＝４）  25.0   75.0   - 

高校１年生（ｎ＝４）  -  100.0   - 

高校２年生（ｎ＝０）  -  -  - 

高校３年生（ｎ＝３）  -  100.0   - 

通信制高校（ｎ＝１）  100.0   -  - 

※定時制高校、フリースクールに通っているは該当者がいません 
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0.3 

23.7 4.2 71.8 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

あてはまる あてはまらない わからない 無回答

42.1 21.7 33.2 3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=337

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答

67.9 

10.2 

34.0 

8.4 

1.9 

40.0 

5.6 

5.6 

0.5 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

テレビや新聞、ラジオ

雑誌や本

ＳＮＳやインターネット

広報やチラシ、ポスターなど

イベントや交流会など

学校

友人・知人

その他

答えたくない

無回答

若者

n=215

（６）ヤングケアラーについて 

○自身は「ヤングケアラー」にあてはまると思うかについてみると、「あてはまる」は

0.3％、「あてはまらない」は23.7％、「わからない」は4.2％となっています。 

○「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがあるかについてみると、「聞

いたことがあり、内容も知っている」（42.1％）が最も高く、次いで「聞いたことはな

い」（33.2％）となっています。 

○「ヤングケアラー」という言葉をどこで知ったかについてみると、テレビや新聞、ラ

ジオ」（67.9％）が最も高く、次いで「学校」（40.0％）、「ＳＮＳやインターネット」

（34.0％）となっています。 

問29 「ヤングケアラー」にあてはまると思うか 

 

 

 

 

 

 

問30 「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがあるか 

 

 

 

 

 

 
 

問30-1 「ヤングケアラー」という言葉をどこで知ったか（複数回答） 
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４ 若者の生活実態調査結果における分析、課題 

結果１ 自分が友だちとくらべてちがうと感じている割合 

（いつもそう思う」＋「たいていそう思う」）は、61.7％ 

自分が友だちとくらべてちがうと感じている割合（いつもそう思う」＋「たいていそ

う思う」）61.7％となっています。学年別でみると、特に高校１年生で67.4％、高校２年

生で76.7％と高くなっています。【問19④】 

▼ 

友だちのとの関係について、日々色々と思うことがある中で、学校生活を送っている

ことが推察されます。 

今回の結果を基に何をくらべてちがうと感じているか等、結果の本質について考えてい

く必要があります。 

 

結果２ 家族のお世話をしている割合は7.1％となっており、 

14人に１人の割合となっている 

家族のお世話をしている割合は7.1％となっています。お世話を必要としている人につ

いてみると「母親」（54.2％）が最も高く、次いで「父親」（45.8％）となっています。

学年別でみると、通信制高校で12.5％と最も高くなっています。 

お世話を必要としている家族のことや、お世話の悩みを誰かに相談したことの有無に

ついてみると、「ある」は41.7％、「ない」は58.3％となっており、相談していない理由

として「誰かに相談するほどの悩みではない」（50.0％）が最も高くなっています。 

また、お世話をしていることで、やりたいけど、できていないことや学校や周りの大

人に助けてほしいことや、してほしい支援については「特にない」が半数以上となって

います。 

【問27・問27-1・問27-2・問27-3・問28・問28-1】 

▼ 

以上の結果から14人に１人の割合でお世話をしていることが分かりました。 

また、お世話の悩みを誰かに相談したことがあるかについては、学年があがるほど相

談できていない現状となっています。さらに相談していない理由では無回答が２割程度

います。 

子どもが置かれている状況は一様ではないことから、一般化はできませんが、相談しな

い理由として「誰かに相談するほどの悩みではない」に次いで多いのが「相談しても状況

が変わるとは思わない」であることから、大人に頼ることを諦めている子どもたちが含ま

れている可能性があります。こうした子どもたちと信頼関係を築くための仕組みづくりが

求められています。 
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